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オゴノリの雄性生殖器官の発達

山本弘敏本

H. YAMAMOTO: The development of the male reproductive 

organ of Gracilaria verrucosa (HUDS.) P APENFUSS 

日本産オゴノリ属 (Gracilaria)とオコ.モドキ属 (Gracilariopsis)植物の雄性生殖器

官の形態には，両属合せて3つの型が知られている。すなわち， 1)案の形態をとらず，表

面的に形成される型(例:ツルシラモ1))，2)カップ状の築を塁し，精子褒は実の底部に位

置する型(例:カパノリ 2)，ミゾオゴノリ 3))，3)深いツボ状の実を呈し，精子磁は築の内援

全面に位置する形(例:オゴノリベオゴモドキ5)) である。これら 3つの型の形態と発達

過程の解明は，現在混古伊しているオゴノリ属とオゴモドキ属の相互関係，さらには，種

の系統関係を明らかにする手がかりになるものと考えられ興味深い。

このような観点から，前2者については既に報告した。しかし，最後の型の発達過程

については未だ明らかにされてないので観察結果を報告する。

観察に供したオゴノリ (Graci・lariaverrucosa)は， 1970年5月-6月に函館湾内茂

辺地の平磯上で採集した標本である。

雄性生殖器官は表層の最も外側の細胞から発達する。すなわち表層細胞の 1つが肥大

した後 (Fig.1)，分裂をくり返し，枝分れした精子母細胞糸をつくりだす。この精子母細胞

糸の発達にともない，周囲の体組織は圧迫され，築が形成されていく (Figs.1-3)。 した

がって，精子母細胞糸の発達にともない実は大きしかっ深くなっていくが，常に体組織

の内部に向って拡大していくため表層に盛り上るようなことはない。この過程は，精子母

細胞糸が分裂をくり返しながらあたかも穴を掘り進んでトいるような感じを与える。このよ

うな過程から，精子母細胞糸の発達は，家の底部付近に位置している母細胞の分裂によっ

て行なわれているものと推察される。

この結果，精子母細胞糸は築の内壁全面に密着した状態で見られるが，内壁の細胞と

の聞に原形質連絡をつくることはない (Fig.9)。

lつの築の中の精子母細胞糸は，通常 1個の表層細胞から発達したものであるが，時

に2個の細胞から発達する場合も見られる(Fig.4)。

精子母細胞は横の面で2(-3)個に分裂し，その上端の細胞が精子褒に発達する (Fig.

5)。精子褒の形成は，未だ案をつくり始めない頃からも認められるが，常に精子母細胞糸
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Figs. 1-9. Development of the male organ of Gracilaria verrucosa (x日0).
1-3. Formation of spermatangial mother cells from one of the outermost cells 
of cortical layer. 4. Two groups of the filaments of spermatangial mother cells 
in one conceptacle. 5-8. Successive stages in the formation of the filaments of 
spermatangial mother cells， spermatangia and conceptacles. 9. Vertical section 
through a full-grown conceptacle， showing deep pot-like shape. 
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の先端部(案の関口部)付近から形成され始め，後に内部にまで拡がる。

精子磁の大きさは直径3-4.5μで，ほぼ球形である。

充分に発達した実は深さ 130μ，幡90μ前後に達し，通常関口部はやや狭いツボ状を

呈する (Fig.9)。

終りに，本稿の御校闘を願った北大水産学部，正置富太郎教授に感謝の窓を表する。

Summary 

The development of the male reproductive organ of Gracilaria verrucosa 

from Moheji， near Hakodate， is described. 
Spermatangial mother celJs develop from one of the outermost cells of 

cortical layer. The mother celJs divide successively and give rise to a branching 

system. 

As this process progresses， a depression appears on the thallus surface， 
followed by the formation of a conceptacle in the thallus tissue. 

The branch system always covers the entire inner surface of the conceptacle. 

Each of the mother cells， which constitute the branch system， divides into 
two or three cells by means of a cross wall， and the top of the resulting cell 
row develops into a spermatangium. 

Spermatangia are nearly globular and 3-4.5μin diameter. 
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